
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

○

〃

〃

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

】

公

告

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

〃

〃

○

道

路

の

位

置

の

指

定

建

築

指

導

課

【

人

事

委

員

会

】

○

会

計

年

度

任

用

職

員

の

勤

務

時

間

、

休

日

及

び

人

事

委

員

会

休

暇

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

○

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

公

聴

会

の

開

催

海

区

漁

場

調

整

委

員

会

○

第

五

百

四

十

九

回

岡

山

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

〃

の

開

催

岡

山

県

公

報

令和７年２月７日 第１２６７４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指 

定
し
た
。 

令
和
七
年
二
月
七
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

指
定
年
月
日 

 

お
か
や
ま
薬
局
総
社
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

総
社
市
岡
谷
一
二
一
―
一
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
一
日 

岡
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
野
市
田
井
五
―
二
四
―
三
三 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

令
和
六
年
十
二
月
一
日 

幸
観
堂
薬
局
四
十
瀬
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
四
十
瀬
二
三
五
―
一 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
七
年
二
月
一
日 

 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
粒
江
字
清
瀧
八
四
八
の
六
・
八
五
六
の
七
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る

、
八
四
八
の
一
一

。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

（

次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
庁
及
び
倉
敷
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

「

す
る

）
。

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
粒
江
字
清
瀧
八
四
八
の
六
・
八
五
六
の
七
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

（

次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
庁
及
び
倉
敷
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

「

す
る

）
。

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
八
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
二
月
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

大
垪
和
西
小
山
旭
線 

三 

道
路
の
区
域 

 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

 

二 

路 

線 

名 

下
郷
惣
田
線 

三 

道
路
の
区
域 

  

  

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
政
平
前
一
三
八
一
番
地

先
か
ら 

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先

ま
で 

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
政
平
前
一
三
八
一
番
地

先
か
ら 

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先

ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

三
・
七
～ 

一
〇
・
二 

三
・
七
～ 

二
〇
・
九 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
八
七
・
〇 

一
七
九
・
〇 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

  

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
木
落
シ
一
七
六
四
番
一

地
先
か
ら 

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
木
落
シ
一
七
六
四
番
六

地
先
ま
で 

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
木
落
シ
一
七
六
四
番
一

地
先
か
ら 

高
梁
市
備
中
町
平
川
字
木
落
シ
一
七
六
四
番
六

地
先
ま
で 区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

域 

旧 新 

新
旧

別 

一
八
・
〇
～ 

三
一
・
〇 

二
三
・
〇
～ 

三
九
・
〇 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

七
一
四
・
二 

七
一
四
・
二 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
十
九
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
七
年
二
月
七
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

  

県
道 

道

路

の

種

類 

大
垪
和
西
小

山
旭
線 

路

線

名 

久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
政
平
前
一
三
八
一
番
地
先
か

ら 久
米
郡
美
咲
町
小
山
字
棚
田
一
五
八
四
番
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
七
年
二

月
七
日 

供
用
開
始

年

月

日 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



〔
五
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ

っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
玉
島
柏
島
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
用
地
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
一
月
三
十
日
か
ら
同

年
三
月
十
四
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



〔
五
五
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
倉
敷
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ

っ
た
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

倉
敷
市
玉
島
黒
崎
地

内 測

量

区

域 

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
等
） 

測

量

の

種

類 

令
和
七
年
二
月
七
日
か
ら
同
年

三
月
十
四
日
ま
で 

測

量

期

間 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



〔
五
六
〕
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。 

そ
の
関
係
図
面
に
つ
い
て
は
、
岡
山
県
備
中
県
民
局
建
設
部
管
理
課
に
お
い
て
、
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。 

 
 

令
和
七
年
二
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

  

岡
山
県
指
令
備
中
局

建
第
四
一
一
五
号 

令
和
七
年
一
月
二
十

三
日 

番

号 

指

定

年

月

日 
井
原
市
高
屋
町
四
丁
目
一
六
番
一
六 

道

路

の

位

置 

四
・
〇
〇 

 

道
路
の
幅
員 

(

メ
ー
ト
ル) 

二
六
・
九
七  

 
 

 
 

  

道
路
の
延
長 

(

メ
ー
ト
ル) 

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
一
号

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

安

田

寛

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
規
則
（
令
和
元
年
岡
山
県
人
事
委
員

会
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
九
号
中
「
次
項
第
七
号
」
を
「
次
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
一
号
、
第

十
四
号
及
び
第
十
五
号
中
「
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上

継
続
勤
務
し
て
い
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
六

会
計
年
度
任
用
職
員
（
任
用
期
間
が
六
月
以
上
の
者
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務
し
て
い
る
者

（
週
以
外
の
期
間
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
が
定
め
ら
れ
て
い
る
者
で
一
年
間
の
勤
務
日
数
が
四
十
七

日
以
下
で
あ
る
も
の
を
除
く

）
に
限
る

）
が
負
傷
又
は
疾
病
の
た
め
療
養
す
る
必
要
が
あ
り
、

。

。

そ
の
勤
務
し
な
い
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

一
の
会
計
年
度
に
お
い
て
別
表

第
二
の
二
に
定
め
る
日
数
の
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
日
又
は
時
間

第
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に

「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二

、

十
六
条
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
」
を
「
九
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
」
に
改
め

「
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が

、

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務
し
て
い
る
も
の

を
削
り

又
は
そ
の
子

を

そ

」

、「

」

「

の
子
」
に

「
受
け
さ
せ
る
」
を
「
受
け
さ
せ
、
そ
の
子
が
在
籍
す
る
学
校
等
の
臨
時
休
業
等
（
学
校

、

保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
臨
時
休
業
そ
の
他
人
事

委
員
会
が
定
め
る
事
由
に
よ
る
も
の
に
限
る

）
に
伴
い
当
該
子
の
世
話
を
行
い
、
又
は
そ
の
子
が
在

。

（

。
）

」

、

籍
す
る
学
校
等
が
実
施
す
る
行
事

人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る

に
出
席
す
る

に
改
め

同
項
第
三
号
中
「
で
あ
っ
て
、
六
月
以
上
の
任
期
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
六
月
以
上
継
続
勤
務

し
て
い
る
も
の
」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
を
削
り
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
項

中
「
及
び
第
十
五
号
」
を
「
か
ら
第
十
六
号
ま
で
」
に

「
、
第
三
号
及
び
第
七
号
」
を
「
及
び
第
三

、

号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
二
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
聴
会

を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

な
お
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
漁
業
者
の
場
合
は
、
従

事
す
る
漁
業

、
利
害
関
係
を
有
す
る
理
由
及
び
意
見
の
概
要
を
令
和
七
年
二
月
十
九
日
ま
で
に
書
面

）

を
も
っ
て
、
当
委
員
会
事
務
局
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
岡
山
県
庁
内
）
へ
提
出
す
る

こ
と
。

、

、

、

、

ま
た

漁
場
計
画
案
は

当
委
員
会
事
務
局

関
係
市
役
所
及
び
関
係
漁
業
協
同
組
合
に
備
え
置
き

一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日
（
金
）

午
後
二
時
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
六
番
四
一
号

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
三
二

〇
五
一
一

－

三

案
件

海
区
漁
場
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

令和７年２月７日　岡山県公報　第１２６７４号



◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
公
示
第
三
号

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
規
程
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
五
百
四
十
九
回
岡
山
海

区
漁
業
調
整
委
員
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
七
年
二
月
七
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

井

本

瀧

雄

一

日
時

令
和
七
年
二
月
二
十
一
日
（
金
）

午
後
二
時
十
分
か
ら

二

場
所

岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
六
番
四
一
号

ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
）
二
三
二

〇
五
一
一

－

三

議
題

第
一
号
議
案

公
聴
会
の
意
見
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

海
区
漁
場
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

岡
山
県
海
面
漁
業
調
整
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
の
設
定
に
つ
い
て
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